
竜が台中学校区（竜が台小・菅の台小・竜が台中）の保護者、地域の皆様 

 

 

 

 

 

～第６回学校規模適正化検討委員会の内容をお知らせします～ 

 早春の候、皆様方におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 平素より、竜が台小・菅の台小・竜が台中の学校運営にご理解とご協力をいただき、ありがとうございま

す。 

 さて、第６回学校規模適正化検討委員会を下記のとおり開催しましたので、ご報告します。 

 なお、学校規模適正化検討委員会は今回で最後となります。委員の皆様、ありがとうございました。この

場をお借りして、お礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竜が台中学校区 

学校規模適正化検討委員会だより 

令和８年３月発行 

第６号 

１  日時 令和８年１月２９日(木)１５：３０～１７：００ 

２ 場所 竜が台小学校 クラブルーム 

３ 出席者 委員８人、学校・神戸市教育委員会事務局５人  計１３人 

４ 主な内容 

 ○ 第４回説明会実施報告 

 ○ 令和８年度の取り組み 

「学校規模適正化検討委員会だより」に関するご意見やご質問は下記までお願いします。 

○連絡先：神戸市教育委員会事務局学校環境整備課 整備推進担当（計画） 

   E-ｍａｉｌ：edu-keikaku@city.kobe.lg.jp 

 

【お知らせ】 

○竜が台中学校区（竜が台小・菅の台小・竜が台中）における学校規模適正化説明会（全４回実施）

の内容や報告書、学校規模適正化検討委員会（全６回実施）の検討委員会だよりは、神戸市のホ

ームページもしくは各校のホームページから閲覧することができます。 

 

 【閲覧方法（①～③いずれの方法でもご覧いただくことができます）】 

① 竜が台中学校区 規模適正化 でweb検索する。 

 ②右の二次元コードを読み取る。 

③各校のホームページのトップ画面左側にある『学校規模適正化』をクリックする。 

  →「検討中の取り組み」をクリックする。 学校によってタイトルが異なりま

す。ご了承ください 



○ 話し合いの主な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第４回説明会実施報告について 

 １  神戸市教育委員会より 

  ・「竜が台中学校区（竜が台小・菅の台小・竜が台中）における小規模校対策（学校規模適

正化）～第４回説明会実施結果のご報告～」をもとに報告を行いました。 

   ※上記報告書は、神戸市のホームページでご覧いただくことができます。 

 ２  検討委員からの主なご意見 

  ・義務教育学校に移行してからの心配ごとが多かったと思います。 

  ・義務教育学校への移行にあたって、保護者に適宜、今後の教育内容について説明を行

うことで安心できるのではないでしょうか。 

  ・義務教育学校へ移行することに対して反対意見を言う人もいましたが、全体的に賛成の

意見が多かったと思います。 

 

○令和８年度の取り組みについて 

 １  神戸市教育委員会より 

  ・令和８年度より『義務教育学校推進委員会』を設置し、話し合いを進めたいと思っていま

す。 

  ・推進委員の選出方法についてご意見を頂戴したいと思います。 

 ２  検討委員との話し合いの内容 

  ○義務教育学校推進委員会について 

  （１） 委員からの質問と神戸市教育委員会からの提案 

    ① 推進委員会では、どのような内容を話し合うのでしょうか。 

     →義務教育９年間のめざす子供像や学校行事、制服や体操服などについて学校や

教育委員会から提案する案をもとに話し合いを行おうと考えています 

    ② 委員は何人ぐらいを予定しているのでしょうか。 

      →委員に関しては、各校の保護者と地域代表者を考えています。１０～１５人程度を

予定しています。 

    ③ どれくらいの回数で行われるのでしょうか。 

       →２０２６年度に関しては、各学期に１回ずつ計３回程度を考えています。 

  （２） 委員の選出について 

   ・保護者はなかなか名乗り出ないのではないでしょうか。来年度３回程度の開催で大き

な負担が生じないのであれば、これまでの流れを知っている各校の学校運営協議会

の保護者委員にお願いしても良いと思います。 

   ・地域に関しては、学校規模適正化検討委員会の委員にお願いして良いと思います。 

   ※教育委員会より各校の学校運営協議会の委員に提案を行おうと思います。 

 ３  その他 

   ・義務教育学校の開校に向けて、子供だけでなく、保護者や地域も交流することができ

る機会があれば良いと思います。 


